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ノロウイルスは体に入ると感染性胃腸炎をヨ|き起こすウイルスです。

′■ゥィrLスの こわ～llここう′

ウイルスが一旦体の中に入ると、ものすごい勢い増殖。1～2日後には発症。

ノロウイルスには、ワクチンがなく。ヒトからヒトに感染してしヽきます。

′ロウイ『Lスの (感染)厚口

1 汚染された食品やカキやアサリ、シジミなどの二枚貝など。

二枚貝などの食品は、中b部が 85℃～90℃で約 90秒以上の加熱。

感染した調理従事者からの手指を介した二次汚染。

感染者の嘔吐物や糞便など。手すり、ドアノブなとからの二次感染。

12日以上前にノロウイルスに汚染された

健株 激しい嘔吐や下痢、腹痛。ときには発熱、頭

症状は 1～3日続くが、後遺症は残らない。

まれに、1日で 20回以上の下痢になり、脱

注意事項 感染者の糞便や吐潤物の処理、便器を清掃する場合は、手袋・ マスクを使用する。

汚染物は飛散しないよう袋に密封し処分する。

作業後は入念に洗いする。

ちょこつとメモ (ドー
‐
*)

ノロウイルスは他のウイルスや細菌 |こ くらべて小さ <、

手のしわに入り込みやすいので にノかりと手洗しヽする。
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ワンポイントアドバイス

今口は、ERS(力 む`こと)の意業 (はたらぎ)につし1て お伝えします。

① 食物の消化映llR能 率を高ぬ;

② 顎骨・顔面の発育を促す

③ 口腔内の自浄作用

④ 唾液の介泌を使進する

⑤ 食物中の異物の調御

⑥ 味党を味わう

以上がかむことのはたら奪です

むミとが目安とされています。

なものにならないよう|ミ 、また

味わって楽しく食事をすること

ると言われています。ぜひ、よ

したでしヽただ奪たく思います。

② 精神状態の安定
③ 脳の発育や働奪を使寸

③
'体

の老化防止

① 肥満の防止

① ガ・ンの予防
⑫ 自律神経の調整

。一回30回程度か

食生活は無味乾操

、よ くんヽみ、よく

が、健康につなが

くかんで食事を楽
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